
妊娠週数 検査項目 検査内容 料金(税込)

～10週 経腟超音波

胎嚢や双子の有無、胎児の成長を観察します。
◉ 5週～：胎嚢の確認　◉6週～：胎児心拍の確認
◉ 妊娠8-10週：胎児の大きさが14mmを超えたら出産予定日を確定
し、母子手帳や妊婦健診についてオリエンテーションを行います。

2,000円

妊婦健診
開始時

初期スクリーニング検査（採血）：
　血液型、不規則抗体、貧血、血糖、甲状腺、
　感染症（HIV、HBV、HCV、梅毒、風疹、トキソプラズマ）

妊娠初期に採血することで、異常があった場合に早期に治療を開始し
たり、検査を追加することができます。
※令和4年よりトキソプラズマを定期検査に追加します。

　17,500円

妊娠健診
開始時

子宮頸部細胞診 子宮頸がんのスクリーニング検査です。 3,400円

10～12週 経膣4Ｄエコー
子宮の中に浮かぶ赤ちゃんの撮影を行います。
エコーダイアリー（エコー動画をスマホなどで視聴、保存できるサー
ビス）料金を含みます。

分娩予約済みの方
3,000円

上記以外の方
7,000円

妊婦健診
開始時

サイトメガロウイルス（採血） 母子感染症のスクリーニング検査です。 3,000円

15～17週 クアトロテスト（採血）
胎児が、ダウン症、18トリソミー、開放性神経管奇形に
罹患している確率を算出するスクリーニング検査です。

19,000円

15週以降 羊水検査
他の検査で異常を指摘された場合に行う検査で、
染色体数異常の疾患（ダウン症）等の確定診断ができます。

100,000円～

15～18週 頸管長測定、クラミジアPCR検査（内診）
頚管無力症や切迫流産の兆候や、
胎児に影響を及ぼす感染症がないか調べます。

4,200円

19～22週 胎児精密超音波検査（中期）
胎児期や生後に治療が必要な病気を見つけるために、
胎児の細かい構造や胎盤、臍帯、血流などを詳細に確認します。

当院妊健中の方
7,800円

他院妊健中の方
22,000円

19～22週 助産師外来
妊娠中に起こる体の変化や妊娠期の過ごし方などの指導を行い、
安心してお産に臨めるように助産師がサポートします。

妊婦健診料
に含みます

26～28週
中期スクリーニング検査（採血）：
　白血球、貧血、血小板、血糖、グリコアルブミン、HTLV-１

妊娠が母体に及ぼす影響や胎児に感染する可能性のある
ウィルス（HTLV-1）を調べます。

9,500円

25～30週
経腹4Ｄエコー

（当院で妊婦健診中の方のみ）

赤ちゃんの顔、手足などの撮影を検査技師が行います。
エコーダイアリー（エコー動画をスマホなどで視聴、保存できるサー
ビス）料金を含みます。
※病気の発見や性別の判断を目的としておりません。

分娩予約済みの方
4,000円

上記以外の方
8,000円

32-36週 心電図
循環血液量や心拍数が増えてくる妊娠後期に、
心臓に負担がかかっていないか検査を行います。

1,300円

35～36週
後期スクリーニング検査（採血＋内診）：
　採血：白血球、貧血、血小板、肝機能、腎機能、凝固検査
　膣培養検査：B群溶血性レンサ球菌（GBS）他

貧血状態や妊娠合併症、出産時に産道感染する可能性のある
細菌（GBS）の有無を調べます。 6,500円

37週～ ノンストレステスト（NST） 胎児の健康状態やお腹の張りを見る検査です。 2,100円

　＜後期ルーチン検査＞　妊婦全員の方が対象です

当院の妊婦健診は、産婦人科診療ガイドライン産科編（日本産科婦人科学会）に準拠しております。
妊婦健診の助成金額は、お住まいの市区町村により異なります。

自己負担額は、妊婦健診、検査料金より公費助成金額（自治体により異なる）を減額した金額になります。

妊娠がわかってから母子手帳を入手するまでの検査 ：1-2週間に1回

　＜初期オプション検査＞　希望者に対して施行します

　＜初期ルーチン検査＞　妊婦全員の方が対象です

（例）妊婦健診１回目に＜妊婦健診＋初期採血＋頸がん検診＞を受けた場合
※東京都妊婦健診助成券（10,850円+3400円）の利用で、自己負担額は 13,850円 です。
※川崎市妊婦健診助成券（21,000円）の利用で、自己負担額は 7,100円 です。

　　　　　健診間隔　：　妊娠23週まで…4週間に1回　／　妊娠24週～35週…2週間に1回　／　妊娠36週以降…1週間に1回
　　　　　健診項目　：　体重、血圧、浮腫の有無、尿検査（尿蛋白・尿糖）、超音波検査（胎児計測）

妊娠後期に
行う検査

飯野病院
産科外来のご案内

令和4年4月以降

　　　　　　　　　妊婦健診料：7,200円（再診料、健診料、超音波検査（胎児計測）費用込み）

　　　　　　　　　　  ※東京都妊婦健診助成券（5,070円）の利用で、自己負担額は 2,130円 です。
　　　　　　　　　　  ※双子の妊婦健診料は8,160円です。

産科初診料（自費）：4,000円
産科再診料（自費）：2,000円

　

　　　　　　　　　 ※切迫流産などの症状がある場合は、保険診療（3割負担）となる場合があります。

妊娠中期に
行う検査

　＜中期ルーチン検査＞　妊婦全員の方が対象です

（例）＜妊婦健診＋中期スクリーニング検査（採血）＞を受けた場合
※東京都妊婦健診助成券（5,070円）の利用で、自己負担額は 11,630円 です。
※神奈川県妊婦健診助成券（8,000円）の利用で、自己負担額は 8,700円 です。

　＜中期オプション検査＞　希望者に対して施行します

妊婦健診（母子手帳を入手してから）：妊娠10~12週頃から開始

妊婦健診に加えて行う検査

妊娠初期に
行う検査


